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●
経
営
効
率
化
の
視
点

平
成
21
年
度
の
荒
尾
市
民
病
院

の
決
算
状
況
に
つ
い
て
は
、
荒
尾

市
医
師
会
の
協
力
な
ど
に
よ
る
３

人
の
医
師
の
増
員
や
、
地
域
の
医

療
機
関
と
連
携
す
る
『
地
域
医
療

支
援
病
院
』
の
承
認
を
得
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
増
収
増
益
と
な

り
、
約
１
億
７
千
万
円
の
純
利
益

が
生
じ
た
。
そ
の
結
果
、
前
年
度

繰
越
欠
損
金
42
億
5
千
万
円
か
ら

40
億
8
千
万
円
へ
改
善
す
る
な
ど
、

全
般
的
に
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

た
だ
し
、
病
床
利
用
率
な
ど
目

標
に
達
し
て
い
な
い
項
目
も
あ
る

た
め
、
今
後
も
目
標
達
成
に
向
け

た
経
営
努
力
が
必
要
で
あ
り
、
ま

た
、
医
師
や
看
護
師
の
確
保
に
つ

い
て
積
極
的
に
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

●
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
視
点

現
在
、
病
院
施
設
や
設
備
な
ど

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
て
、
代
わ

り
と
な
る
施
設
の
建
設
に
は
長
期

間
を
要
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。
経

営
基
盤
の
安
定
化
と
並
行
し
な
が

ら
、
新
病
院
な
ど
の
建
設
に
向
け

た
検
討
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
大
牟
田
市
お
よ

び
有
明
医
療
圏
の
中
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
中
核
病
院
が
担
う
べ
き
機
能

を
明
確
に
し
、
ど
の
よ
う
に
地
域

全
体
で
医
療
の
質
を
確
保
す
る
か

を
検
討
し
、
有
明
医
療
圏
の
公
的

病
院
な
ど
に
お
け
る
再
編
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
の
方
針
を
定
め
る
必

要
が
あ
る
。

※報告書の詳しい内容は、ホームページに掲載しています。
ホームページアドレス　http://www.city.arao.lg.jp

報
告
書
の
主
な
内
容

荒尾市民病院中期経営計画の実施状況に関する
点検・評価報告書が提出されました

▲「持続可能な病院経営を目指すうえ
で、平成 21 年度は大きな一歩を踏み出
したものと考えられます」と小野会長

平成 22 年 12 月 6 日（月）、小野会長および高橋洋副会長（荒尾
市医師会会長）から、「荒尾市民病院中期経営計画の実施状況に関す
る点検・評価報告書」が市長へ提出されました。
市では今後とも、荒尾市民病院が健全な経営のもと、質の高い医

療を将来にわたって安定的に供給し、地域住民の皆さんに愛され、
信頼される病院になるため、報告書の内容を最大限尊重し、着実に
改革を進めていきます。

「
荒
尾
市
民
病
院
あ
り
方
検
討
会
」（
会
長 

小

野
友
道 

熊
本
保
健
科
学
大
学
学
長
）
は
、
総
務

省
が
策
定
し
た
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
き
、「
荒
尾
市
民
病
院
中
期
経
営
計
画
」

に
関
す
る
点
検
・
評
価
を
行
い
、
報
告
書
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

問
政
策
企
画
課
☎
63
・
１
２
７
３

点検・評価報告書を手渡す小野会長（中央）、高橋副会長（左）と、受け取る前畑市長（右）

▲熊本県内の緩和医療に携わる医師や
医療スタッフを対象にした「荒尾市民
病院緩和ケア研修会」を開催
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
多
く
の
市
民
の
方
々
に
本
院
の

運
営
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
市
民
を
愛
す
る
、
市
民
に
愛
さ
れ
る
病
院

へ
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
如
く
、
今
年

も
市
民
の
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
安
全
で
質
の
高
い
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
所
存
で
す
。

本
院
は
、
病
院
理
念
と
し
て
、「
荒
尾
市
民

病
院
は
、
地
域
住
民
の
健
康
・
維
持
、
増
進

に
努
め
、
患
者
中
心
の
安
全
で
質
の
高
い
医

療
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
」
と
掲
げ
、
実
践

し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
中
で
、
国
が

推
進
す
る
４
疾
病
５
事
業
の
拠
点
病
院
づ
く

り
に
お
い
て
、「
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
」
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
は
、
非
常
に
意
義
あ
る
も
の
で
し
た
。

手
術
、
化
学
療
法
（
抗
が
ん
剤
治
療
）、
放
射

線
療
法
は
、「
が
ん
治
療
」
の
三
本
柱
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
手
術
療
法
は
、
完
全
鏡
視
下

胃
幽
門
側
切
除
術
の
よ
う
に
、
傷
が
小
さ
く

低
浸
襲
の
患
者
さ
ん
に
や
さ
し
い
手
術
を
、

外
科
を
始
め
複
数
の
科
で
行
っ
て
い
ま
す
。

放
射
線
治
療
は
、
現
在
の
放
射
線
装
置
が
古

く
な
り
、
最
新
の
装
置
へ
の
入
れ
替
え
工
事

を
新
年
早
々
に
開
始
し
、
放
射
線
治
療
専
門

医
と
２
人
の
専
門
技
師
で
、
最
新
の
放
射
線

治
療
を
提
供
致
し
ま
す
。

一
方
、
化
学
療
法
は
、
安
心
し
て
治
療
に

専
念
で
き
る
外
来
化
学
療
法
室
を
備
え
、
が

ん
化
学
療
法
認
定
看
護
師
が
専
任
で
携
わ
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
拠
点
病
院
に
つ
い
て
も

多
く
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
で

も
脳
卒
中
は
、「
急
性
期
脳
卒
中
拠
点
病
院
」

と
し
て
、
３
人
の
脳
外
科
医
師
が
勤
務
し
、

脳
卒
中
が
発
症
し
た
多
く
の
患
者
さ
ん
の
治

療
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。
心
筋
梗
塞
に
お

い
て
は
、
24
時
間
い
つ
で
も
心
臓
カ
テ
ー
テ

ル
が
で
き
、
重
症
の
患
者
さ
ん
を
収
容
す
る

Ｈ
Ｃ
Ｕ
を
備
え
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の

糖
尿
病
に
つ
い
て
も
、
地
域
医
療
機
関
の
先

生
方
と
の
連
絡
を
密
に
し
、
患
者
さ
ん
へ
の

治
療
と
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
地
域
中
核
病
院
と
し
て
「
い
い

病
院
づ
く
り
」
に
励
み
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

新 年 の ご あ い さ つ
病院事業管理者　大嶋壽海

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

医
療
用
緊
急
エ
ア
テ
ン
ト
（
陰

圧
テ
ン
ト
。
下
写
真
）
は
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
し

て
他
の
患
者
さ
ん
か
ら
隔
離
し
、

診
療
が
で
き
る
よ
う
に
開
発
さ

れ
た
空
気
式
の
テ
ン
ト
で
す
。

こ
の
テ
ン
ト
の
特
徴
は
、
テ
ン

ト
内
部
の
気
圧
を
外
部
よ
り
も

下
げ
、
汚
染
さ
れ
た
室
内
の
空

気
を
外
部
に
拡
散
す
る
こ
と
を

防
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
数
分
で
写

真
の
よ
う
に
組
み
立
て
ら
れ
、
総
面
積
は
、
30
㎡
の
広
さ
が
あ
り
、

発
熱
外
来
や
隔
離
ス
ペ
ー
ス
、
待
合
ス
ペ
ー
ス
な
ど
と
し
て
利
用
可

能
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
限
ら
ず
、
感
染
力
の
高
い
疾
病
の
診

療
に
は
大
変
有
効
な
設
備
と
な
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
の
感
染
防
止
に
は
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
・
手
洗
い
・
う
が

い
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

～
エ
ア
テ
ン
ト
の
整
備
～

　循環器内科から   

　　講習会を開催します
テーマ●心臓病の運動療法の知識と実践
心臓病の運動ってどんな事をするので
しょうか。今回は心臓病の運動の知識と
実践について勉強します。簡単な体操も
一緒に行います。
講師●立石英夫 ・ 本村衣吏  （理学療法士）
日時●１月 28 日（金）午後 3 時～ 4 時
場所●地域医療研修センター（南病棟４階）    
問 市民病院総務課☎ 63-1115（内）511 

無料です！
どうぞご参加

ください♪

～看護師　随時募集中！～
詳しくは荒尾市民病院ホームページを
ご覧ください

荒 尾 市 民 病 院
からのお知らせ

市 民 を 愛 す る
市 民 に 愛 さ れ る  病 院 へ


